
3章　研究のまとめと今後の課題

3－1研究のまとめ

　本研究では、鋼橋に関する高力ボルト摩擦接合継手における拡大孔の必要性と国内

外の基準を調査した．また、拡大孔が高力ボルト摩擦接合継手のすべり耐力と降伏耐

力に及ぼす影響を明らかにすることを目的とし、すべり／降伏耐力比βをパラメータ

として設計した高力ボルト摩擦接合継手の弓1張試験を行った。以下に、本研究で得ら

れた結果をまとめる。

1）拡大孔は、架設工法および誤差が累積する構造について必要である。

　拡大孔は架設工法上予想されるたわみ変形や溶接変形の誤差や既設桁・閉合桁など

の計測誤差を吸収するために必要であるが、一方で架設現場におけるキャンバーや平

面線形を決めにくいなどの問題もあり、その適用に十分な検討が必要となる。

　①架設工法

　a）大ブロック架設で剛結ジョイント。

　b）張り出し工法の最終落とし込み部材の継手。

　c）鋼床版箱桁を支点支持後に中間鋼床版を落とし込む場合の継手。

②誤差が累積する構造

a）既設桁との取り合い部

b）斜橋・拡幅部の横桁・対傾構

c）調整ブロックの全断面

2）わが国の設計基準に対する諸外国の設計基準の相違点

　①拡大孔の適用は、許容耐力を80～85％とすること条件に認めている。

　②有効断面積の計算におけるボルト孔控除は、摩擦による伝達力を考慮して

　　有効断面積の割増しを行っている。

　③摩擦面のすべり係数は、摩擦面の処理状態に応じて規定している．

　④摩擦接合に対する安全率が低く設定している．

3）実橋におけるすべり！降伏耐力比β

　ガイドライン型橋梁と合理化橋梁のすべり／降伏耐力比βを調査した．

・「均値は、それぞれLO8とLl1といずれの場合も1．0をかなり超えており、継手の耐

力が降伏耐力で決まることが多いといえる。

4）引張試験結果

　①すべり先行型の継手では、すべり耐力に対する拡大孔の影響は認められない．

　②降伏先行型の継手では引張荷重による板厚減少からすべり耐力が低ドする．

　　すべり先行型の継手では、現行基準のすべり係数0．4を満たしている。
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③拡大孔を用いた継手のすべり耐力と降伏耐力に対するボルトずれ・孔ずれの影響

　は認められない。

④降伏先行型の継手の降伏耐力は、純断面積を用いて計算した耐力よりも10％程

　度大きい。これは、母板と添接板問の摩擦により添接板で荷重が分担されている

　ことによる。また、これは新道路橋示方書の規定に対応する。

3－2今後の課題

　今回（H14．3）の道路橋示方書の改訂では、引張継手の有効断面積の計算で、純断面積

を割増し（1．1倍）してよいとされているが、これはすべり降伏耐力比βが1．0以上の

降伏先行型の継手において適用され、より合理的な継手の設計・施工が可能となった。

　一方、βが1．0以下のすべり先行型の継手においても拡大孔の影響が見られないこ

とから摩擦面の処理方法によるすべり係数の見直しも含め、継手強度の考え方を見直

す必要があると思われる。すなわち、今後、鋼橋の長寿命化を図る補修・補強工事が

増大し、現地計測による誤差・製作誤差・現場施工誤差の累積した継手をしかも短期

間で施工する場合、φ28．5mmやφ30．5mmの拡大孔やさらには欧米で規定されている

スロット孔の適用も考える必要があり、この点において、まだ、わが国の基準では十

分合理的な設計・施工が行える状況になく改善の余地は大いにあると言える。
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